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一
年
生
の
子
供
た
ち
が
大
切
に

育
て
て
い
る
朝
顔
が
、
鮮
や
か
な

花
を
咲
か
せ
、
日
々
の
生
活
に
彩

り
を
添
え
て
く
れ
ま
す
。
梅
雨
明

け
が
待
ち
遠
し
い
こ
の
頃
、
会
員

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま

す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
た
び
、
定
時
評
議
員
会
及
び
理
事
会
に
お
き
ま
し

て
、
理
事
長
に
就
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
誠
心
誠
意

努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

退
教
互
は
昭
和
四
十
四
年
の
発
足
以
来
、
医
療
補
助
金
給

付
な
ど
の
退
職
互
助
事
業
、
人
間
ド
ッ
ク
受
診
補
助
な
ど
の

文
化
厚
生
事
業
を
中
心
に
、
退
職
後
の
福
祉
の
増
進
や
生
活

の
安
定
と
向
上
を
図
る
活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
こ
数
十
年
で
社
会
保
障
制
度
の
在
り
方
は
大
き
く
変

わ
り
ま
し
た
が
、
本
会
の
医
療
補
助
金
給
付
事
業
は
、
手
厚

い
補
償
内
容
で
、
退
職
後
の
生
活
と
健
康
を
支
え
る
役
割
を

果
た
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
、定
年
引
き
上
げ
に
伴
い
「
退

職
会
員
」
へ
の
移
行
手
続
き
も
段
階
的
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま

す
が
、
引
き
上
げ
ら
れ
る
定
年
の
前
に
退
職
を
選
ば
れ
る
方

が
、
退
職
時
に
「
退
職
会
員
」
に
な
る
こ
と
で
、
満
六
十
歳

を
超
え
た
最
初
の
四
月
分
か
ら
医
療
補
助
金
を
請
求
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
時
代
の
流
れ
に
合
わ
せ
た
事
業
の
在
り
方

を
検
討
し
な
が
ら
、
退
職
後
の
ゆ
と
り
と
潤
い
の
あ
る
生
活

の
実
現
を
め
ざ
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
が
さ
ら
に
充
実
す
る

よ
う
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

今
後
も
会
員
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
会
員
並
び
に
ご
家
族
の
皆
様
方
の

ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

理
事
長　

加
藤　

広
也

表
紙
写
真
に
一
言

　

と
て
も
暑
い
日
に
静
岡
県
浜
松
市
の
竜
ヶ
岩
洞
に
出
か

け
ま
し
た
。
ゆ
っ
く
り
と
時
間
を
か
け
て
作
ら
れ
た
、
自

然
の
芸
術
作
品
た
ち
が
出
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。
暑
さ
と

疲
れ
も
一
瞬
に
し
て
吹
き
飛
び
ま
し
た
。
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第13回 定時評議員会の報告 令和７年６月19日㈭　於 愛知県教育会館

 決算報告の概要
貸借対照表内訳表 令和７年３月31日現在（単位：円）

科　　目 実施事業等会計 その他の会計 法人会計 内部取引消去 合　　計教育振興事業 退職互助事業 文化厚生事業 小　　計
Ⅰ　資産の部
流 動 資 産 合 計 0 640,357,396 10,070,303 650,427,699 0 △ 350,934,159 299,493,540
特 定 資 産 合 計 0 10,511,700,000 0 10,511,700,000 0 0 10,511,700,000
そ の 他 固 定 資 産 合 計 0 445,189 0 445,189 0 0 445,189
資 産 合 計 0 11,152,502,585 10,070,303 11,162,572,888 0 △ 350,934,159 10,811,638,729

Ⅱ　負債の部
流 動 負 債 合 計 24,000,000 11,069,737 316,863,856 327,933,593 0 △ 350,934,159 999,434
固 定 負 債 合 計 0 10,511,700,000 0 10,511,700,000 0 0 10,511,700,000
負 債 合 計 24,000,000 10,522,769,737 316,863,856 10,839,633,593 0 △ 350,934,159 10,512,699,434

Ⅲ　正味財産の部
　１　指定正味財産

指 定 正 味 財 産 合 計 0 0 0 0 0 0 0
　２　一般正味財産 △ 24,000,000 629,732,848 △ 306,793,553 322,939,295 0 0 298,939,295

正 味 財 産 合 計 △ 24,000,000 629,732,848 △ 306,793,553 322,939,295 0 0 298,939,295
負 債 及 び 正 味 財 産 計 0 11,152,502,585 10,070,303 11,162,572,888 0 △ 350,934,159 10,811,638,729

正味財産増減計算書内訳表 令和６年４月１日から令和７年３月31日まで（単位：円）

科　　目 実施事業等会計 その他の会計 法人会計 内部取引消去 合　　計教育振興事業 退職互助事業 文化厚生事業 小　　計
Ⅰ　一般正味財産増減の部
　１　経常増減の部
　　⑴　経常収益

経 常 収 益 計 0 1,298,207,795 0 1,298,207,795 0 0 1,298,207,795
　　⑵　経常費用

事 業 費 2,000,000 787,251,000 21,636,432 808,887,432 0 0 810,887,432
管 理 費 2,201,893 47,830,969 15,287,817 63,118,786 52,257,848 0 117,578,527
経 常 費 用 計 4,201,893 835,081,969 36,924,249 872,006,218 52,257,848 0 928,465,959
評 価 損 益 等 計 0 △ 35,409,000 0 △ 35,409,000 0 0 △ 35,409,000
当 期 経 常 増 減 額 △ 4,201,893 427,716,826 △ 36,924,249 390,792,577 △ 52,257,848 0 334,332,836

　２　経常外増減の部
　　⑴　経常外収益

経 常 外 収 益 計 0 4,355,000 0 4,355,000 0 0 4,355,000
　　⑵　経常外費用

経 常 外 費 用 計 0 300,000,000 0 300,000,000 0 0 300,000,000
当期経常外増減額 0 △ 295,645,000 0 △ 295,645,000 0 0 △ 295,645,000
他 会 計 振 替 額 2,201,893 △ 69,747,558 15,287,817 △ 54,459,741 52,257,848 0 0
当期一般正味財産増減額 △ 2,000,000 62,324,268 △ 21,636,432 40,687,836 0 0 38,687,836
一般正味財産期首残高 △ 22,000,000 567,408,580 △ 285,157,121 282,251,459 0 0 260,251,459
一般正味財産期末残高 △ 24,000,000 629,732,848 △ 306,793,553 322,939,295 0 0 298,939,295

Ⅱ　指定正味財産増減の部
当期指定正味財産増減額 0 0 0 0 0 0 0
指定正味財産期首残高 0 0 0 0 0 0 0
指定正味財産期末残高 0 0 0 0 0 0 0

Ⅲ　正味財産期末残高 △ 24,000,000 629,732,848 △ 306,793,553 322,939,295 0 0 298,939,295

 事業計画の概要　《令和７年度事業計画》
１　教育振興事業 （単位：円）
事　業　名 経　費 内　　容

教育講演会事業費 4,411,500 「教育講演会」
合　　　計 4,411,500

２　退職互助事業 （単位：円）
事　業　名 経　費 内　　容

医療補助金給付 485,000,000 退職会員に対する医療補助金給付
弔 慰 金 給 付 700,000 現職会員死亡者に対する給付
退 会 金 給 付 200,000,000 現職会員退会者に対する給付
埋 葬 料 給 付 8,000,000 退職会員・受給資格配偶者死亡者に対する給付
退職返戻金給付 100,000,000 退職会員で、受給資格配偶者の登録辞退者への給付
合　　　計 793,700,000

第13回定時評議員会が、６月19日（木）午後２時30分から愛知県教育会館において開催されました。
第１号議案「令和６年度事業及び決算報告に関する件」（議案書に基づき、事業及び決算について報告され、監
査報告があった）、第２号議案「令和７年度事業計画及び予算に関する件」（下表は第１・２号議案資料の一部）、
第３号議案「令和７年度役員選任に関する件」、第４号議案「令和７年度評議員選任に関する件」、第５号議案「第
９次運営研究委員会の報告に関する件」、以上の議案について、いずれも満場一致で承認されました。

３　文化厚生事業 （単位：円）
事　業　名 経　費 内　　容

講 演 会 事 業 費 500,000 一般を対象にした文化講演会等
文化財めぐり事業費 700,000 文化財等の見学旅行補助（１人：8,000円）、経費
海 外 研 修 事 業 費 600,000 海外研修補助（１人：15,000円）
文 化 活 動 補 助 金 500,000 愛知県教職員囲碁大会
人間ドック補助金 17,000,000 人間ドック利用者補助（１人：10,000円）
会 報 発 行 費 5,000,000 「あいち退教互だより」年３回発行
ポ ス タ ー 作 成 費 400,000 教育宣伝用等
研 究 大 会 補 助 金 450,000 県内での東海北陸・全国大会への研究補助
新退職会員連絡会費 500,000 新退職会員への事業説明、連絡会
支 部 活 動 費 120,000 ３地区支部活動

合　　　計 25,770,000
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退
教
互
の
外
部
監
事
と
し
て
、
決

算
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

ま
ず
、
全
体
の
概
要
で
す
が
、
会

員
数
は
、昨
年
度
末
時
点
に
お
い
て
、

現
職
会
員
２
５
，
３
３
４
人
、
退
職

会
員
（
受
給
資
格
配
偶
者
を
含
む
）

３
８
，
２
１
４
人
の
合
計
６
３
，
５

４
８
人
で
、
一
昨
年
度
と
比
較
し
て

１
，
１
８
４
人
の
減
少
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、資
産
総
額
に
つ
い
て
は
、

昨
年
度
末
が
約
108
億
円
と
な
り
、
一

昨
年
度
比
で
約
3.4
億
円
の
増
加
と
な

り
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
度
の
事
業
費
に
お
い

て
は
、
一
昨
年
度
と
同
様
に
総
額
約

８
億
円
を
、
教
育
振
興
事
業
、
退
職

互
助
事
業
、
文
化
厚
生
事
業
の
各
３

事
業
に
充
て
て
、
限
ら
れ
た
財
源
の

中
で
会
員
の
皆
様
と
と
も
に
末
永
く

ご
活
用
い
た
だ
け
る
事
業
で
あ
り
続

け
る
こ
と
を
念
頭
に
運
営
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

次
に
、
右
頁
の
決
算
報
告
の
概
要

に
つ
い
て
説
明
い
た
し
ま
す
。〈
貸

借
対
照
表
内
訳
表
〉
の
【
Ⅰ
資
産
の

部
】
に
は
約
108.12
億
円
の
総
資
産
が
あ

り
、
そ
の
内
、
日
常
業
務
の
運
転
資

金
を
含
む『
流
動
資
産
』は
約
2.99
億
円

あ
り
、
同
じ
資
産
の
部
で
も
重
要
な

『
特
定
資
産
』は
約
105.12
億
円
を
計
上
し
、

退
教
互
の
事
業
運
営
を
継
続
す
る
上

で
、
最
低
限
必
要
な
資
金
（
責
任
準

備
金
等
引
当
資
産
）
を
示
し
て
お
り

ま
す
。

な
お
、
一
昨
年
度
と
比
較
し
て
資

産
総
額
が
約
3.41
億
円
の
増
加
と
な
っ

て
お
り
、【
Ⅱ
負
債
の
部
】
の
『
流

動
負
債
』
に
多
額
の
増
減
が
生
じ
て

い
な
い
た
め
、
こ
の
増
加
額
が
そ
の

ま
ま
実
質
的
な
財
産
の
増
加
額
と
な

り
ま
す
。

一
方
、【
Ⅱ
負
債
の
部
】
の
『
流

動
負
債
』
約
0.01
億
円
は
、
事
務
局
の

預
り
金
等
で
あ
り
、『
固
定
負
債
』

約
105.12
億
円
は
、
外
部
の
専
門
家
に
よ

り
計
算
さ
れ
る
責
任
準
備
金
105.03
億
円

を
含
む
引
当
金
等
で
、【
Ⅰ
資
産
の

部
】
の
『
特
定
資
産
』
と
同
額
を
計

上
す
る
こ
と
に
よ
り
健
全
な
財
産
の

確
保
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
役
割
も
担
っ

て
お
り
、
医
療
給
付
金
等
の
支
給
以

外
の
目
的
で
の
使
用
を
制
限
し
、
財

産
の
減
少
を
防
い
で
お
り
ま
す
。

（
な
お
、
こ
の
責
任
準
備
金
は
当
面

は
積
み
増
し
が
続
く
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
）

さ
ら
に
、
昨
年
度
以
前
の
財
産
の

増
減
も
含
め
た
こ
れ
ま
で
の
運
用
成

果
を
示
す
【
Ⅲ
正
味
財
産
の
部
】（
＝

【
Ⅰ
資
産
の
部
108.12
億
円
】

－【
Ⅱ
負
債

の
部
105.13
億
円
】）
は
約
2.99
億
円
で
あ

り
、【
Ⅰ
資
産
の
部
】の
『
特
定
資
産
』

以
外
に
内
部
留
保
で
き
た
運
用
可
能

な
財
産
と
し
て
、『
流
動
資
産
』
に

ほ
ぼ
同
額
が
確
保
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

因
み
に
、
そ
の
財
産
の
収
入
源
と

使
途
は
〈
正
味
財
産
増
減
計
算
書
内

訳
表
〉
で
、
ご
確
認
頂
け
ま
す
。

【
１
経
常
増
減
の
部
】
の
﹇（
１
）

経
常
収
益
﹈
が
収
入
源
を
、﹇（
２
）

経
常
費
用
﹈
の
『
事
業
費
』
と
『
管

理
費
』が
使
途
を
示
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、﹇（
１
）
経
常
収
益
﹈
か
ら

﹇（
２
）
経
常
費
用
﹈
を
差
し
引
い
た

評
価
損
益
等
調
整
前
の
『
当
期
経
常

増
減
額
』
は
約
3.70
億
円
の
プ
ラ
ス
に

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
債
券
の
時
価

評
価
等
に
よ
り
特
定
資
産
評
価
損
が

約
0.36
億
円
発
生
し
た
た
め
、『
当
期

経
常
増
減
額
（
通
常
損
益
）』
と
し

て
は
約
3.34
億
円
の
プ
ラ
ス
に
減
少
し
、

こ
れ
に
『
退
職
給
付
費
用
』（
外
部

へ
の
資
金
流
出
を
伴
わ
な
い
費
用
）

約
0.07
億
円
を
足
し
戻
す
と
前
出
の
資

産
総
額
の
増
加
額
約
3.41
億
円
と
同
額

に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
責
任
準
備
金
等
の
繰
入
れ

（
外
部
へ
の
資
金
流
出
を
伴
わ
な
い

損
失
）
に
よ
り
、
3.00
億
円
の
『
経
常

外
費
用
（
臨
時
損
失
）』
が
発
生
し
、

『
当
期
一
般
正
味
財
産
増
減
額
（
年

間
損
益
）』
が
約
0.39
億
円
の
プ
ラ
ス

に
ま
で
減
少
し
て
お
り
ま
す
が
、
直

前
の
『
当
期
経
常
外
増
減
額
（
臨
時

損
益
）』
約
△
2.96
億
円
が
【
Ⅰ
資
産

の
部
】
の
『
特
定
資
産
』
の
増
加
分

約
3.03
億
円
と
ほ
ぼ
同
額
で
あ
り
、
内

部
留
保
さ
れ
て
い
る
財
産
で
あ
る
こ

と
が
ご
確
認
頂
け
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
、「
健
全
な
財

務
状
況
の
維
持
」
に
は
毎
期
、『
当

期
経
常
増
減
額
』
の
プ
ラ
ス
に
よ
る

着
実
な
『
資
産
総
額
』
の
増
加
が
不

可
欠
で
す
。

ま
た
、
債
券
等
の
利
息
収
入
を
主

と
す
る
財
産
運
用
下
に
お
い
て
、
高

金
利
下
で
も
補
填
で
き
る
の
は
『
管

理
費
』
以
外
で
は
『
事
業
費
』
の
極

め
て
一
部
に
過
ぎ
す
、
今
後
も
慎
重

に
財
産
を
保
守
し
続
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

最
後
に
、
決
算
報
告
で
は
、
会
員

の
皆
様
よ
り
託
さ
れ
た
財
産
の
使
い

道
が
退
教
互
と
し
て
妥
当
で
あ
る
か

否
か
、
責
任
準
備
金
が
充
分
に
確
保

さ
れ
て
い
る
の
か
否
か
を
ご
確
認
い

た
だ
く
機
会
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

財
務
状
況
に
つ
い
て
令
和
６
年
度
監
事

末
守
良
一

令和７年度　役員名簿
理　事　長
　加藤　広也　愛知県小中学校長会　会長（長久手・北小）
副 理 事 長
　清水　次郎　愛知教職員組合連合会　会長
専 務 理 事
　松田　祐平　愛知教職員組合連合会　福対担当
理　　　事
　久野　友士　退職者代表（退教互事務局長）
　山﨑　喜一　退職者代表（退教互事務局次長）
　福壽　公洋　退職者代表（退教互事務局次長）
　山村　伸人　名古屋市立小中学校長会　会長（名古屋・冨士中）
　加藤　嘉一　三河小中学校長会　会長（岡崎・甲山中）
　鈴木　賢一　県小中学校長会　福祉安全委員長（稲沢・丸甲小）
　森　　義裕　名古屋市教員組合　執行委員長
　坂倉　功一　尾張部教員組合連絡協議会　会長
　伊藤　将生　三河教員組合連絡協議会　会長
　稲垣　潤一　県公立小中学校教頭会　会長（あま・七宝中）
　中原由美子　県小中学校事務職員研究会　副会長（瀬戸・にじの丘小）
監　　　事
　林　　徳孝　退職者代表
　横並　　孝　尾張小中学校長会　会長（半田・雁宿小）
　林　　泰弘　愛知教職員組合連合会　会長代行
　末守　良一　会計・税務相談役
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新
退
職
会
員
の
皆
様
へ

〜
「
新
退
職
会
員
連
絡
会
」
へ
の
ご
参
加
を
〜

今
年
三
月
末
ま
で
に
ご
退
職
さ
れ
、
本
会

の
「
退
職
会
員
」
へ
の
移
行
手
続
き
を
し
て

い
た
だ
い
た
皆
様
を
心
よ
り
歓
迎
申
し
上
げ

ま
す
。
本
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
の
ご
利
用

と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
を
潤
い
と
生

き
が
い
を
も
っ
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

さ
て
、
今
年
度
、
新
た
に
退
職
会
員
に
な

ら
れ
た
皆
様
に
は
、「
退
職
会
員
証
」、「
医
療

補
助
金
請
求
書
」・「
同
記
入
の
仕
方
」、「
新

退
職
会
員
連
絡
会
の
ご
案
内
」・「
同
返
信
用

は
が
き
」
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
を
郵
送
い

た
し
ま
し
た
。
ま
だ
、「
返
信
用
は
が
き
」
を

投
函
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
至
急
事
務
局
へ

ご
返
送
く
だ
さ
い
。

ご
案
内
の
「
新
退
職
会
員
連
絡
会
」
で
は
、

本
会
の
事
業
や
医
療
補
助
金
の
請
求
方
法
に

つ
い
て
の
説
明
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

多
く
の
新
退
職
会
員
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
と
会
場

①
七
月
十
九
日
（
土
）

　
　

刈
谷
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
（
西
三
河
対
象
）

②
七
月
二
十
三
日
（
水
）

　
　

豊
橋
商
工
会
議
所

（
東
三
河
対
象
）

③
七
月
二
十
六
日
（
土
）

　
　

ル
ブ
ラ
王
山

（
尾
張
・
名
古
屋
対
象
）

④
七
月
三
十
日
（
水
）

　
　

県
教
育
会
館

（
予
備
日
）

※
各
会
場
と
も
、
午
前
九
時
三
十
分
受
付
開

始
・
午
前
十
時
開
会
で
、
約
九
十
分
間
の

予
定
で
す
。

※
ご
自
身
の
対
象
地
区
に
限
ら
ず
、
ご
都
合

の
つ
く
会
場
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

会　員 　ギャラリー

初夏の純白
長谷川　豊（名古屋・原小）

名古屋市港区の荒子川公園では、四季折々の花を楽し
むことができます。その中で私が最も心惹かれたのは、
一面に咲く純白の紫陽花アナベルです。数年前にこのア
ナベルを見つけてからは大のお気に入りです。今では、
我が家の小さな庭でも、６月頃からきれいな花をつけて
くれています。

静かなる者
河合　祐（田原・衣笠小）

南朝宋の「擬行路難」の詩人、鮑照のことば。「性静かなる」は、穏やか
な性質。「壽考」は、長生きの意。「穏やかな人は、長寿である」と養生訓的
な解釈ができますが、「物静かな者は、したたかに生き残る」と処世修養訓
的な解釈もできます。「柔よく剛を制す」に通じるものを感じます。

船頭多くして、船 山に登る
野田恵美（尾張旭・城山小）

指導者が多過ぎると、絵がかけないまま、３時のおやつも食べ
られないまま、時間だけが過ぎていってしまいます。自分で考え、
自分の思いを表現できる子供たちでいてほしいです。大人は子供
たちがのびのびと表現できる環境をつくりたいですね。
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例
年
、
ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
今
年
度
の
海
外
研
修
旅
行
は
、

今
、
注
目
の
旅
先
、
仏
教
国
で
親
日

国
で
も
あ
る
ス
リ
ラ
ン
カ
７
日
間

の
旅
で
す
。
英
語
が
公
用
語
の
一
つ

で
、
衛
生
環
境
も
よ
く
、
ホ
テ
ル
施

設
や
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
し
、
多
様
な

観
光
資
源
が
楽
し
め
る
観
光
立
国

で
す
。

旅
程
に
は
、
天
空
の
宮
殿
と
称
え

ら
れ
る
世
界
遺
産
「
シ
ギ
リ
ヤ
ロ
ッ

ク
」
訪
問
、
国
立
公
園
特
有
の
自

然
・
動
植
物
を
体
感
す
る
「
ジ
ー
プ

サ
フ
ァ
リ
」、世
界
遺
産
「
ダ
ン
ブ
ッ

ラ
石
窟
寺
院
」
で
の
仏
教
文
化
・
芸

術
と
の
ふ
れ
あ
い
、
海
の
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
の
拠
点
と
し
て
繁
栄
し
た

ス
リ
ラ
ン
カ

最
大
都
市
コ

ロ
ン
ボ
の
観

光
な
ど
、
豊

か
な
内
容
を

用
意
し
て
い
ま
す
。

退
教
互
の
旅
行
は
、
入
念
な
計
画

に
基
づ
い
て
日
程
が
組
ま
れ
、
面
倒

な
旅
行
手
続
き
や
事
前
準
備
を
旅

行
社
が
し
っ
か
り
と
サ
ポ
ー
ト
し

ま
す
。
ま
た
、
当
日
は
、
出
発
か
ら

添
乗
員
が
同
行
し
ま
す
の
で
、
見
知

ら
ぬ
海
外
の
地
を
安
心
し
て
楽
し

ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
同
封
の
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
多
く
の
皆
様

の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

第
48
回  

海
外
研
修
旅
行　

参

加

者

募

集

第
三
十
一
回
愛
知
県
教
職
員
囲
碁
大
会

を
左
記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、

奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
な
お
、
詳
細

に
つ
い
て
は
、
別
紙
「
号
外
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

日　

時

　

令
和
七
年
八
月
六
日
（
水
）

　

午
前
九
時
四
十
五
分
開
会

会　

場

　

日
本
棋
院
中
部
総
本
部

　
（
名
古
屋
市
東
区
橦
木
町
）

棋
力
分
け

①
名
人
戦
（
五
段
以
上
）

②
段
位
戦　

福
の
部
（
四
段
、
三
段
）

③
段
位
戦　

寿
の
部
（
二
段
、
初
段
）

④
級
位
戦
（
一
級
以
下
）

競
技
方
法

　

棋
力
別
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式

　

各
優
勝
者
は
、
愛
知
県
代
表
と
し
て
全

教
互
主
催
の
全
国
教
職
員
囲
碁
大
会
（
令

和
八
年
一
月
六
日
、
東
京
で
開
催
予
定
）

に
派
遣
し
ま
す
。

◇
参
加
費

　

二
千
円
（
昼
食
代
を
含
む
）
を
、
当
日

の
受
付
時
に
い
た
だ
き
ま
す
。

◇
申
込
み

　

別
紙
「
号
外
」
の
参
加
申
込
票
を
退
教

互
事
務
局
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。
七
月
十

日
（
木
）
を
締
切
り
と
い
た
し
ま
す
。

〈
お
知
ら
せ
〉

　

今
年
一
月
の
全
国
大
会
に
て
、
県
大
会

級
位
戦
優
勝
者
の
稲
垣
維
晁
様
（
安
城

市
）
が
三
段
以
下
の
部
で
見
事
準
優
勝
を

勝
ち
取
ら
れ
ま
し
た
。

◆
期
日　

Ａ
班　

11
月
19
日
〜
25
日

　
　
　
　

Ｂ
班　

12
月
24
日
〜
30
日

◆
募
集
人
員　

各
班
28
名
程
度

　
　

※
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
「
参
加
申
込
書
」

を
Ｊ
Ｔ
Ｂ
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

◆
締
切　

Ａ
班　

８
月
８
日
（
金
）

　
　
　
　

Ｂ
班　

９
月
12
日
（
金
）

◆
費
用　

Ａ
班　

３
９
９
，
０
０
０
円

　
　
　
　

Ｂ
班　

４
８
８
，
０
０
０
円

　
　

※
燃
油
・
空
港
税
は
別
途
必
要
。
会
員

に
１
５
，
０
０
０
円
の
補
助
あ
り
。

　

イ
ン
ド
洋
の
真
珠

　

ス
リ
ラ
ン
カ
７
日
間

〜
訪
れ
た
人
だ
け
が
知
る
感
動
の
宝
島
〜

第
十
二
次
原
資
再
計
算
検
討
委

員
会
に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ
た
運

営
研
究
委
員
会
が
、
昨
年
七
月
か

ら
五
回
の
協
議
を
経
て
、
今
年
三

月
に
答
申
を
ま
と
め
、
理
事
会
及

び
評
議
員
会
に
て
報
告
さ
れ
ま
し

た
。そ

の
概
要
は
、
①
若
い
教
職
員

に
本
会
の
相
互
扶
助
の
理
念
や
事

業
内
容
な
ど
を
周
知
し
て
新
会
員

の
加
入
促
進
を
図
る
こ
と
、
②
三

十
歳
以
上
の
新
規
採
用
者
の
入
会

で
生
じ
る
退
職
時
の
一
括
掛
金
の

負
担
を
軽
減
し
、
退
職
会
員
へ
の

移
行
を
促
す
慎
重
な
措
置
が
必
要

で
あ
る
こ
と
、
③
退
職
前
の
希
望

退
会
者
の
増
加
へ
の
対
応
と
し

て
、
他
に
類
を
見
な
い
医
療
補
助

今
年
度
も
皆
様
か
ら
の
署
名
を

集
約
し
、
全
国
教
職
員
互
助
団
体

協
議
会
と
と
も
に
国
会
議
員
に
対

し
て
陳
情
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

お
届
け
し
た
「
全
て
の
世
代
が

健
や
か
で
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
社

会
保
障
制
度
の
確
立
と
教
職
員
が

教
育
に
専
念
で
き
る
環
境
の
整
備

を
求
め
る
陳
情
」
に
つ
き
ま
し
て
、

署
名
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
な
お
、
送
料
は
会
員
様

の
ご
負
担
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

第
九
次

運
営
研
究
委
員
会
の
答
申

金
給
付
な
ど
の
利
点
を
周
知
す
る

必
要
が
あ
る
こ
と
、
④
六
十
五
歳

定
年
制
へ
の
対
応
と
し
て
、
退
職

者
の
退
職
時
期
や
給
与
体
系
等
の

今
後
の
状
況
を
見
極
め
て
の
協
議

が
必
要
で
あ
る
こ
と
と
い
う
も
の

で
し
た
。
ま
た
、
医
療
補
助
金
給

付
の
請
求
時
に
各
医
療
機
関
か
ら

の
文
書
作
成
料
の
負
担
軽
減
に
つ

い
て
、
制
度
本
来
の
補
助
対
象
外

で
あ
り
、
原
資
を
ひ
っ
迫
す
る
恐

れ
か
ら
、
早
急
の
対
応
は
困
難
で

あ
る
こ
と
も

話
し
合
わ
れ

ま
し
た
。

今
後
も
円

滑
な
事
業
運

営
に
努
め
、

検
討
を
続
け

て
ま
い
り
ま

す
。

署
名
活
動
へ
の
ご
協
力
を

〜
国
民
共
通
の
願
い
を
国
会
へ
〜

◆
提
出
期
限

　

９
月
１
日
（
月
）

◆
提
出
先

　

〒
４
６
０

－

０
０
０
７

名
古
屋
市
中
区
新
栄
一
丁
目
49

－

10

　
　

愛
知
県
教
育
会
館
６
階

　

愛
知
県
退
職
教
職
員
互
助
会
行
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昭
和
56
年
度

渡
辺　

玉
枝
（
浜
松
市
）

昭
和
56
年
度

近
藤
美
恵
子
（
豊
田
市
）

昭
和
59
年
度

菅
原
さ
か
ゑ
（
半
田
市
）

昭
和
59
年
度

竹
中　

冴
子
（
北
区
）

昭
和
60
年
度

堂
地　

静
江
（
新
城
市
）

昭
和
60
年
度

小
野
美
佐
子
（
南
区
）

昭
和
63
年
度

北
川　

節
子
（
名
東
区
）

昭
和
63
年
度

松
浦　
　

正
（
小
牧
市
）

昭
和
63
年
度

大
泉
テ
ル
コ
（
西
区
）

昭
和
63
年
度

渡
辺　

龍
男
（
東
区
）

昭
和
63
年
度

浅
沼
喜
代
美
（
蒲
郡
市
）

平
成
元
年
度

荻
野　

昌
三
（
新
城
市
）

平
成
２
年
度

大
塚　

房
江
（
江
南
市
）

平
成
２
年
度

伊
能　

和
子
（
春
日
井
市
）

平
成
２
年
度

井
上　

利
春
（
北
区
）

平
成
２
年
度

遠
山　

耕
治
（
新
城
市
）

平
成
２
年
度

山
田　

紀
子
（
中
川
区
）

平
成
２
年
度

蟹
江　

憲
子
（
東
海
市
）

平
成
２
年
度

水
谷　

郁
枝
（
瀬
戸
市
）

平
成
４
年
度

清
水　

隆
之
（
緑
区
）

平
成
５
年
度

林　
　

明
司
（
豊
川
市
）

平
成
５
年
度

鍋
島　

和
江
（
熱
田
区
）

平
成
６
年
度

安
宅　
　

忍
（
守
山
区
）

平
成
６
年
度

河
原　

髙
則
（
豊
田
市
）

平
成
７
年
度

伊
藤　

美
子
（
熱
田
区
）

平
成
７
年
度

渡
辺
三
和
子
（
渋
谷
区
）

平
成
９
年
度

杉
山　

陽
子
（
熱
田
区
）

平
成
10
年
度

服
部　
　

豊
（
緑
区
）

平
成
12
年
度

小
川
志
紀
子
（
天
白
区
）

平
成
13
年
度

後
藤　

浩
子
（
各
務
原
市
）

平
成
16
年
度

西
尾　

元
治
（
飛
島
村
）

平
成
22
年
度

内
田　

和
子
（
緑
区
）

平
成
22
年
度

榊
原
美
智
子
（
半
田
市
）

平
成
24
年
度

松
野　

晴
代
（
春
日
井
市
）

平
成
27
年
度

森
川　

悌
稔
（
瀬
戸
市
）

令
和
２
年
度

勝
田　

拓
真
（
守
山
区
）

次の方々は、前号の「退教互だより」等の郵便物が転居先不明で返送され、困っています。
友人・知人の方で転居先などをご存知の方がみえましたら、退教互にご連絡をお願いします。（敬称略）

お尋ね
昭和56年度～令和２年度

事
務
局
日
誌

2

１

退
教
互
だ
よ
り
第
１
６
０
号
発
行

18

第
五
回
運
営
研
究
委
員
会

20

全
教
互
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
者
会

（
岐
阜
）

28

全
教
互
代
表
者
会

（
東
京
）

3

27

理
事
長
・
副
理
事
長
会
議

5

８

定
例
監
査

27

第
一
回
理
事
会

29
・
30
全
教
互
総
会

（
東
京
）

6

19

第
十
三
回
定
時
評
議
員
会

19

第
二
回
理
事
会

お支払い方法：クレジットカード、コンビニWEB予約

〈受付期間〉 7月5日㊏10：00～7月20日㊐17：00

https://pitipo.jp
団体PASS：taikyogo

9月13日（土） 13：30開演
公 演 日

愛知県芸術劇場 大ホール
会　　場

全席指定
￥7,800 ⇒ ￥5,800

料　　金

未就学児童入場不可
年齢制限

5月27日（火）一般販売

10枚定　　員

【
請
求
方
法
】

◎
『
知
多
半
島
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
』
は
、

従
来
ど
お
り
領
収
書
添
付
で
す
。

◎
『
知
多
半
島
り
ん
く
う
病
院
』
は
、
令

和
七
年
四
月
分
か
ら
領
収
書
添
付
で
の
方

法
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
令
和

七
年
七
月
分
ま
で
は
、
従
来
ど
お
り
「
医

療
補
助
金
請
求
書
」
に
記
入
し
て
も
ら
え

ま
す
の
で
、請
求
時
に
ご
併
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
前
者
『
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
』

に
は
、
現
受
診
者
の
う
ち
旧
常
滑
市
民
病

院
の
受
診
者
に
限
り
、
令
和
七
年
四
月
〜

七
月
分
に
つ
い
て
の
「
請
求
書
」
の
記
入

を
依
頼
し
て
あ
り
ま
す
。

　

令
和
七
年
八
月
以
降
、
両
病
院
に
受
診

の
際
は
、
領
収
書
の
保
管
に
ご
留
意
く
だ

さ
い
。

医
療
補
助
金
請
求
に
係
る
お
知
ら
せ

【
名
称
変
更
】

・「
市
立
半
田
病
院
」

↓
『
知
多
半
島
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
』

・「
常
滑
市
民
病
院
」

↓
『
知
多
半
島
り
ん
く
う
病
院
』
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退
職
年

氏

名
学

校

名
逝
去
年
月
日

Ｓ
62
藤
田
八
重
子
配

偶

者
Ｈ
30
・
1
・
30

Ｈ
31
杉
浦
利
幸
下

地

小
Ｒ
2
・
8
・
2

Ｈ
7
松
原
晄
三
上

地

小
Ｒ
3
・
3
・
8

Ｈ
7
松
原
君
江
配

偶

者
Ｒ
3
・
10
・
17

Ｈ
19
榎
本
伸
郎
蒲
郡
東
部
小
Ｒ
5
・
1
・
10

Ｓ
60
広
瀬　

清
丹

陽

中
Ｒ
5
・
1
・
22

Ｓ
63
乾　

一
雄
三

崎

小
Ｒ
5
・
2
・
14

Ｈ
7
奥
村
逸
子
配

偶

者
Ｒ
5
・
3
・
7

Ｓ
61
村
上
雅
子
猪
子
石
小
Ｒ
5
・
5
・
13

Ｈ
12
柿
田
正
二
杉

山

小
Ｒ
5
・
9
・
11

Ｓ
59
井
下
善
男
野

田

中
Ｒ
5
・
9
・
17

Ｈ
5
加
藤
正
之
助
北

陵

中
Ｒ
5
・
9
・
19

Ｈ
3
飯
田
富
子
六

輪

小
Ｒ
5
・
11
・
13

Ｓ
53
奥
平
千
枝
子
足

助

小
Ｒ
5
・
12
・
2

Ｈ
5
加
藤
容
子
鳴

海

小
Ｒ
5
・
12
・
12

Ｓ
61
杉
浦
伊
左
夫
美

合

小
Ｒ
5
・
12
・
13

Ｈ
2
小
島
郁
代
配

偶

者
Ｒ
5
・
12
・
27

Ｓ
48
髙
井
た
ず
子
羽
根
井
小
Ｒ
6
・
1
・
6

Ｈ
1
山
森
と
み
子
新
蟹
江
小
Ｒ
6
・
1
・
6

Ｈ
1
中
尾
和
子
配

偶

者
Ｒ
6
・
1
・
10

Ｈ
6
浜
野　

要
大
高
南
小
Ｒ
6
・
1
・
10

Ｓ
63
中
野
愛
子
御

剱

小
Ｒ
6
・
2
・
10

Ｈ
13
石
原
國
基
作

野

小
Ｒ
6
・
2
・
21

Ｈ
3
小
菅
鉄
雄
南

光

中
Ｒ
6
・
2
・
22

Ｓ
61
伊
藤
佐
恵
子
配

偶

者
Ｒ
6
・
3
・
13

Ｓ
49
室
賀
敏
子
配

偶

者
Ｒ
6
・
4
・
26

Ｈ
2
加
藤
蔦
子
配

偶

者
Ｒ
6
・
5
・
31

Ｈ
24
中
村
妙
子
豊

小
Ｒ
6
・
5
・
31

Ｈ
3
深
津
久
子
配

偶

者
Ｒ
6
・
6
・
19

Ｈ
20
村
上
澄
代
大

塚

小
Ｒ
6
・
7
・
5

Ｈ
7
出
口
富
佐
子
岩

塚

小
Ｒ
6
・
7
・
15

Ｓ
59
犬
塚
芳
子
配

偶

者
Ｒ
6
・
7
・
20

Ｈ
4
川
辺
阿
い
子
振

甫

中
Ｒ
6
・
7
・
29

Ｓ
55
生
田
千
代
子
配

偶

者
Ｒ
6
・
8
・
7

Ｈ
6
杉
浦
嘉
代
子
配

偶

者
Ｒ
6
・
8
・
14

Ｈ
9
村
上　

昇
野

間

小
Ｒ
6
・
8
・
23

退
職
年

氏

名
学

校

名
逝
去
年
月
日

Ｈ
19
長
谷
川
正
道
高
台
寺
小
Ｒ
6
・
8
・
26

Ｈ
4
永
津
末
子
配

偶

者
Ｒ
6
・
9
・
8

Ｈ
8
田
淵
周
郎
音

羽

中
Ｒ
6
・
9
・
27

Ｈ
13
稲
葉
雅
世
小
鈴
谷
小
Ｒ
6
・
9
・
28

Ｒ
5
瀬
戸
一
吉
小
信
中
島
小
Ｒ
6
・
10
・
21

Ｈ
29
齊
木
智
子
武

豊

小
Ｒ
6
・
10
・
25

Ｓ
63
野
村
美
枝
子
知

立

小
Ｒ
6
・
11
・
9

Ｈ
16
箕
浦　

隆
八

幡

中
Ｒ
6
・
11
・
10

Ｈ
16
河
野
通
典
清

水

小
Ｒ
6
・
11
・
11

Ｈ
12
西
田
正
之
一

宮

中
Ｒ
6
・
11
・
11

Ｈ
1
奥
原　

博
甚
目
寺
小
Ｒ
6
・
11
・
12

Ｈ
6
河
野
好
央
名

塚

中
Ｒ
6
・
11
・
14

Ｈ
4
荒
木
ア
ケ
ミ
祥

南

小
Ｒ
6
・
11
・
17

Ｓ
59
稲
波
千
里
浅
井
中
小
Ｒ
6
・
11
・
20

Ｈ
24
山
中　

潔
鷹

来

中
Ｒ
6
・
11
・
20

Ｓ
63
本
多
省
吾
中

央

小
Ｒ
6
・
11
・
22

Ｈ
9
吉
川
淳
信
西

成

中
Ｒ
6
・
11
・
25

Ｈ
21
秋
山
信
一
郎
祖
母
懐
小
Ｒ
6
・
11
・
28

Ｈ
1
佐
藤
泰
介
長

良

中
Ｒ
6
・
11
・
28

Ｈ
2
鈴
木
武
一
蒲
郡
東
部
小
Ｒ
6
・
11
・
29

Ｈ
5
鈴
木
敏
久
西
保
見
小
Ｒ
6
・
11
・
30

Ｈ
3
中
田
延
美
配

偶

者
Ｒ
6
・
11
・
30

Ｈ
11
真
嶋
和
子
稲
沢
東
小
Ｒ
6
・
11
・
30

Ｈ
24
鈴
木
雅
人
逢

妻

中
Ｒ
6
・
12
・
2

Ｈ
7
五
味
利
明
大

森

小
Ｒ
6
・
12
・
4

Ｈ
4
清
水
順
朗
汐

路

中
Ｒ
6
・
12
・
5

Ｈ
6
舩
橋　

鼎
駒

方

中
Ｒ
6
・
12
・
5

Ｈ
8
近
藤　

昭
南

陵

小
Ｒ
6
・
12
・
6

Ｈ
14
丸
地
建
郎
二
川
南
小
Ｒ
6
・
12
・
6

Ｈ
9
林

章
天

白

小
Ｒ
6
・
12
・
7

Ｈ
8
戸
部　

功
南

山

中
Ｒ
6
・
12
・
8

Ｓ
61
杉
浦
富
美
子
配

偶

者
Ｒ
6
・
12
・
10

Ｈ
6
恒
松　

侃
訓

原

中
Ｒ
6
・
12
・
13

Ｈ
8
平
山　

勝
田

原

中
Ｒ
6
・
12
・
16

Ｈ
3
五
十
川
瑠
璃
子

稲

生

小
Ｒ
6
・
12
・
17

Ｈ
20
北
澤
眞
佐
子
配

偶

者
Ｒ
6
・
12
・
18

退
職
年

氏

名
学

校

名
逝
去
年
月
日

Ｈ
3
山
田　

敬
相

生

小
Ｒ
6
・
12
・
18

Ｈ
2
市
川　

亮
葉

栗

小
Ｒ
6
・
12
・
19

Ｈ
22
梅
村
建
次
高
蔵
寺
中
Ｒ
6
・
12
・
19

Ｈ
8
岡
田
信
久
福
地
北
部
小
Ｒ
6
・
12
・
19

Ｈ
3
青
木　

猛
一
宮
南
部
中
Ｒ
6
・
12
・
21

Ｈ
13
青
木
日
出
夫
師

勝

小
Ｒ
6
・
12
・
21

Ｈ
8
黒
宮
智
惠
麿
甚
目
寺
小
Ｒ
6
・
12
・
22

Ｈ
4
長
沢
文
子
配

偶

者
Ｒ
6
・
12
・
22

Ｈ
19
服
部
初
音
八

社

小
Ｒ
6
・
12
・
22

Ｈ
15
小
田
朝
繁
守
山
養
護
Ｒ
6
・
12
・
23

Ｈ
17
早
川
紀
美
子
上
名
古
屋
小
Ｒ
6
・
12
・
23

Ｈ
23
白
井
芳
朗
二

川

小
Ｒ
6
・
12
・
25

Ｈ
21
木
股
哲
夫
春
日
井
中
部
中
Ｒ
6
・
12
・
26

Ｈ
21
福
田
定
夫
安
城
西
中
Ｒ
6
・
12
・
26

Ｈ
4
新
實
治
二
守
山
西
中
Ｒ
6
・
12
・
29

Ｈ
5
門
井
三
千
彦
上
野
間
小
Ｒ
6
・
12
・
30

Ｓ
52
近
藤
あ
さ
子
一
宮
西
部
小
Ｒ
6
・
12
・
30

Ｈ
4
杉
浦
ミ
サ
配

偶

者
Ｒ
6
・
12
・
31

Ｈ
3
高
田
鉞
郎
木
曽
川
中
Ｒ
6
・
12
・
31

Ｈ
7
梅
澤
邦
江
配

偶

者
Ｒ
7
・
1
・
1

Ｈ
14
加
藤
一
彦
常
磐
南
小
Ｒ
7
・
1
・
1

Ｓ
52
山
口
一
美
高

見

小
Ｒ
7
・
1
・
1

Ｈ
9
沢
田
保
彦
大

府

中
Ｒ
7
・
1
・
2

Ｈ
13
平
尾
雅
己
天

伯

小
Ｒ
7
・
1
・
2

Ｈ
5
尾
関
文
啓
新

田

小
Ｒ
7
・
1
・
3

Ｈ
23
加
藤
泰
孝
寺

部

小
Ｒ
7
・
1
・
3

Ｈ
2
小
菅
里
子
星
ケ
丘
小
Ｒ
7
・
1
・
6

Ｈ
21
角
田
良
夫
あ
ず
ま
中
Ｒ
7
・
1
・
8

Ｈ
29
近
藤
達
也
春

木

中
Ｒ
7
・
1
・
8

Ｈ
1
山
本
知
惠
子
明

治

小
Ｒ
7
・
1
・
8

Ｈ
25
渡
辺
美
雪
東

山

小
Ｒ
7
・
1
・
8

Ｈ
15
塚
本
忠
臣
豊

明

中
Ｒ
7
・
1
・
9

Ｈ
11
長
澤　

昭
千

秋

中
Ｒ
7
・
1
・
14

Ｈ
7
中
島
三
郎
磯

辺

小
Ｒ
7
・
1
・
14

Ｓ
61
勝
上
正
枝
飯

野

小
Ｒ
7
・
1
・
15

Ｈ
25
篠
田
茂
二
山

田

中
Ｒ
7
・
1
・
15

Ｈ
7
河
合　

誠
田
原
東
部
中
Ｒ
7
・
1
・
16

Ｓ
63
水
野
洋
子
配

偶

者
Ｒ
7
・
1
・
17

Ｈ
7
木
全
路
子
三

谷

小
Ｒ
7
・
1
・
19

Ｈ
14
小
林
桂
子
配

偶

者
Ｒ
7
・
1
・
22

Ｈ
4
山
田
銈
子
配

偶

者
Ｒ
7
・
1
・
22

退
職
年

氏

名
学

校

名
逝
去
年
月
日

Ｈ
8
小
林
和
光
新

城

小
Ｒ
7
・
1
・
23

Ｈ
9
伊
藤　

昇
高

橋

中
Ｒ
7
・
1
・
24

Ｈ
5
近
藤
和
夫
福

岡

小
Ｒ
7
・
1
・
24

Ｈ
17
村
橋　

暁
西
成
東
小
Ｒ
7
・
1
・
24

Ｈ
10
梶
田
春
由
藤
山
台
小
Ｒ
7
・
1
・
26

Ｓ
61
加
藤
き
よ
え
本

宿

小
Ｒ
7
・
1
・
26

Ｓ
54
野
澤
義
子
野

依

小
Ｒ
7
・
1
・
26

Ｈ
11
吉
野
昭
彦
城

東

小
Ｒ
7
・
1
・
26

Ｈ
20
片
貝
サ
ナ
ヱ
堀

田

小
Ｒ
7
・
1
・
27

Ｈ
10
古
田
正
行
極

楽

小
Ｒ
7
・
1
・
27

Ｈ
16
大
池
基
雄
長

良

中
Ｒ
7
・
1
・
28

Ｈ
21
植
田
仁
一
高

嶺

小
Ｒ
7
・
1
・
30

Ｓ
60
清
水
五
郎
武

豊

中
Ｒ
7
・
1
・
30

Ｓ
57
新
実
あ
さ
子
吉

浜

小
Ｒ
7
・
1
・
30

Ｈ
13
丹
羽
武
子
三

郷

小
Ｒ
7
・
1
・
31

Ｈ
6
廣
村
美
智
枝
配

偶

者
Ｒ
7
・
2
・
1

Ｈ
9
荒
川
榮
子
配

偶

者
Ｒ
7
・
2
・
5

Ｈ
1
金
森
昭
忠
蒲
郡
北
部
小
Ｒ
7
・
2
・
5

Ｈ
2
加
藤
幸
雄
藤

森

中
Ｒ
7
・
2
・
6

Ｈ
1
山
村
嘉
彦
藤

森

中
Ｒ
7
・
2
・
6

Ｈ
9
鈴
木
三
樹
水

野

小
Ｒ
7
・
2
・
7

Ｈ
6
遠
山
眞
吉
奥

殿

小
Ｒ
7
・
2
・
7

Ｈ
5
堀
田
敏
子
舘

小
Ｒ
7
・
2
・
8

Ｈ
8
甫
木
芳
邦
神

屋

小
Ｒ
7
・
2
・
9

Ｈ
19
髙
岡
弘
之
供
米
田
中
Ｒ
7
・
2
・
11

Ｓ
62
野
村
チ
ヨ
子
配

偶

者
Ｒ
7
・
2
・
12

Ｈ
3
市
川
久
代
沓

掛

小
Ｒ
7
・
2
・
17

Ｈ
7
山
口
洋
子
大

和

中
Ｒ
7
・
2
・
17

Ｈ
20
長
谷
川
雄
次
郎

豊

正

中
Ｒ
7
・
2
・
18

Ｈ
12
一
村
勝
子
犬
山
北
小
Ｒ
7
・
2
・
19

Ｈ
24
倉
地
龍
雄
光

城

小
Ｒ
7
・
2
・
21

Ｓ
63
金
田
文
雄
泉

小
Ｒ
7
・
2
・
24

Ｈ
3
若
松
義
明
東

海

小
Ｒ
7
・
2
・
24

Ｈ
18
小
川
正
廣
明

治

小
Ｒ
7
・
2
・
25

Ｈ
7
伊
奈
彦
定
松

山

小
Ｒ
7
・
2
・
26

Ｓ
58
久
間
つ
や
こ
配

偶

者
Ｒ
7
・
2
・
28

Ｈ
12
清
水
伸
子
若
林
東
小
Ｒ
7
・
2
・
28

Ｈ
15
彦
坂
信
行
芦

原

小
Ｒ
7
・
3
・
1

Ｈ
5
夢
藤
嘉
夫
福
地
南
部
小
Ｒ
7
・
3
・
1

Ｓ
63
村
田
安
江
東
郷
西
小
Ｒ
7
・
3
・
1

Ｈ
6
佐
野
文
治
弥
富
北
中
Ｒ
7
・
3
・
3

訃 報

　

次
の
方
々
が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。
前
号
以
降
４
月
末
ま
で
の
受
付
で
す
。

敬
称
は
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

退
職
年

氏

名
学

校

名
逝
去
年
月
日

Ｈ
26
内
田
真
智
子
千
代
田
小
Ｒ
7
・
3
・
5

Ｈ
23
中
山
順
子
三
蔵
子
小
Ｒ
7
・
3
・
6

Ｒ
5
高
橋
ま
ゆ
み
配

偶

者
Ｒ
7
・
3
・
8

Ｈ
7
森
田
當
子
配

偶

者
Ｒ
7
・
3
・
9

Ｈ
12
上
田
義
也
西

成

小
Ｒ
7
・
3
・
11

Ｈ
30
奥
村
希
志
子
古
知
野
東
小
Ｒ
7
・
3
・
11

Ｈ
2
加
藤
祐
一
郎
長

良

中
Ｒ
7
・
3
・
12

Ｈ
1
竹
谷
和
夫
西

尾

小
Ｒ
7
・
3
・
20

Ｈ
9
花
木　

浩
楠

西

小
Ｒ
7
・
3
・
21

Ｈ
18
牛
田　

峻
豊
が
丘
小
Ｒ
7
・
3
・
24

Ｈ
18
藤
田
東
郷
治
郎
丸
中
Ｒ
7
・
3
・
24

Ｈ
13
八
田
政
弘
高

岡

中
Ｒ
7
・
3
・
28

Ｈ
4
伊
藤
英
也
葉
栗
北
小
Ｒ
7
・
3
・
29

Ｈ
11
河
本
清
弘
日
進
東
中
Ｒ
7
・
4
・
2

Ｈ
20
加
藤
和
男
広

見

小
Ｒ
7
・
4
・
3

Ｈ
18
加
藤
重
則
配

偶

者
Ｒ
7
・
4
・
4

Ｈ
5
永
坂
津
二
代
新

川

小
Ｒ
7
・
4
・
5

Ｓ
62
村
松
清
穂
三
蔵
子
小
Ｒ
7
・
4
・
5

Ｈ
3
戸
田
章
二
篠

田

小
Ｒ
7
・
4
・
6

Ｈ
8
杉
浦
貞
満
蒲
郡
北
部
小
Ｒ
7
・
4
・
8

Ｈ
13
浅
田
頴
志
岩

津

中
Ｒ
7
・
4
・
9

Ｈ
17
杉
藤
光
孝
当

知

小
Ｒ
7
・
4
・
9

Ｈ
10
橋
本
昭
二
八

事

小
Ｒ
7
・
4
・
9

Ｈ
13
鈴
木
昭
二
幡

豆

中
Ｒ
7
・
4
・
11

Ｈ
25
藤
田　

徹
福
地
北
部
小
Ｒ
7
・
4
・
12

Ｈ
3
伊
藤　

登
鷹

来

中
Ｒ
7
・
4
・
13

Ｓ
53
大
津
永
子
配

偶

者
Ｒ
7
・
4
・
16

Ｈ
22
篠
田
正
敏
城

東

小
Ｒ
7
・
4
・
16

Ｓ
60
石
積
園
子
吉
田
方
小
Ｒ
7
・
4
・
18

Ｈ
6
北
野　

茂
松

原

小
Ｒ
7
・
4
・
22

Ｈ
12
高
橋
正
元
大

坪

小
Ｒ
7
・
4
・
23

Ｈ
11
甘
粕
治
義
木
曽
川
西
小
Ｒ
7
・
4
・
26

Ｈ
8
余
語　

勇
岩
倉
南
小
Ｒ
7
・
4
・
26

●
第
160
号
「
現
職
の
訃
報
」
欄
の
記
載
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
訂
正
を
い
た
し
ま
す
。

【
正
】

退
職
年

氏

名
学

校

名
逝
去
年
月
日

現
職
安
藤
正
秀
（
豊
川
）南
部
中
Ｒ
５･

10･

30

現
職
浅
野
由
佳
牟

呂

中
Ｒ
６･

11･

13
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